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縮 言 

チク ゼン ハゼ Paleatogobius uchidai TAKAGI は さき に 高木 和徳 CTAKAGI, K. 1957) が 福岡 
市 産 の 標本 に よ ょ つて 新 属 ・ 新 種 と し て 報告 し た 成魚 の 全長 が 35 mm 前 後 の 小型 の ハゼ で あり , 
これ 人 迄 に 知ら れ て い '* た ハゼ 類 の 中 で は ウキ ゴリ 属 (Genus Chaenogobius GILL) の ハゼ に 最も 似 
た 外形 を 示す 。 

筆者 は 福岡 市 お よび その 近郊 , 大 分 県 宇佐 郡 駅 館 川 々 ロ , 民 崎 県 五島 列島 青 方 港 , 宮崎 市 木 花 
の 各地 で 仔 ・ 稚 魚 を 含む 約 五 百 尾 の チク ゼン ハゼ を 採集 し , その 生態 ・ 生活 史 の 大 要 を 明らか に 
する こと が 出来 た の で ここ に 報告 する 。 

FFE D RETE A RO DUE ARIAS  O . 

産 5p | 

HE- ERROK ObZ 産卵 期 に 得 た 雌 ・ 雄 成魚 の 大 き さ を 較べ て みる と 一 般 に 雌 魚 は 
Hee kK OK, HERS 46 尾 の 平均 全長 は 32.9mm, HRA 41 尾 の 平均 全長 は 30.6mm で 
あつ た 。 ] | 

二 炊 性 徴 二 次 性 徴 は 他 の ハゼ 類 と 同様 に 泌尿 生殖 孔 突 起 の 形状 の 雌雄 差 に 現われ る が , この 
差 は 他 の ハゼ 類 (例え ば クモ バ ゼ Bathygobius fuscus CRUPPELL), アカ ハゼ Chaeturichthys 
hexanema BLEEKER な ど ) の それ の よ うに 顕著 で な く , 雌 の 突起 は 雄 の 突起 に 較べ て や や 大 きく , 
先端 に は 欠 刻 が な い 。 雄 の 突起 に は その 先端 に 浅い 欠 刻 が ある 。 こ れ ら の 差 に よ つ て 肉眼 で 雌 雄 
を 判別 する こと は 生殖 孔 突起 が 膨 起 する 産卵 期 に は 出来 る が , それ が 縮ん で し まう ぅ 産卵 期 以 外 の 
時 季 に は 困難 で ある 。 な お ウキ ゴリ 属 の ハゼ に も る 生殖 孔 突 起 の 雌雄 差 さ は つき り 現 われ な い 。 
(lm 産卵 期 の 見 成魚 の 腹 ・ 軸 両 鱗 に は 黒色 胞 が 現われ る が , 雄 成 魚の 両 鱗 に は この 黒色 は 
現われ ず , 産卵 期 以 外 の 時 季 に は 雌 成 魚 に も 見 られ な いこ と か ら , この 黒色 は ウキ ゴリ 属 の ビリ 
ン ゴ Chaenogobius castanea (OSHAUGHNESSY), ウ キ ゴ リ C. urotaenia (HILGENDORF), イサ ザ 
C. isaza TANAKA, ニク ハゼ C. heptachanthus (HILGENDORF) な ど の 種類 で 雌 魚 に の み 現 わ 
れる こと が 知ら れ て いる 婚 燃 色 で ある と 考え られ る 。?) | ] 

成熟 生殖 巣 完熟 卵巣 に は その 内 容 の 大 部 分 を 占め る 完 就 卵 群 ( 卵 径 0.69~0. 89mm, 20 個 


の 固定 卵 に つい て 測定 ) と その 間 に 散 在 する 未 替 卵 群 ( 卵 径 0.14~0.34mm, 20 個 の 卵 に つい 


1) 九州 大 学 農 学部 水産 学 教室 業績 。 上 | 

2) この 研究 の 一 部 は 農林 省 農林 漁業 技術 試験 研究 補助 金 に よ つ た (内 田 恵 太郎 )。 

3) 筆者 は へ ビ ハ ゼ Chaenogobius murorana (JORDAN et SNYDER) お よび クボ ハゼ C. scrobiculatus 
TAgAer DERRI $ REDIREN HNA T ERRELE 
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Fig.1. Palcatogobius uchidai TAKAGI 
Mature male adult, 32.5 mm in total length. 


T) より な り , 前 者 の 黄色 , 半 透 明 の 黄 卵 内 に は 多数 の 小 油 球 が あり , 卵 膜 外部 に は すでに 人 附 着 
締 業 が 認め られ る 。 後 者 は 淡 黄 色 或 は 無色 半 透 明 の 小 球形 を な し , 両者 の 形状 の 間 に は は つき り 
し た 差異 が あつ た 。 完 就 卵 は その 形状 か ら み て 同時 に 産み 出さ れる と 考え られ た が , 8 尾 に つい 
て その 全数 を 数 えた 結果 は 1 個体 , 158~430 個 を 数 えた (第 1 表 参 照 )。 


Tale 1. Number of the ripe ovarian eggs of Paleatogoius uchidai 


Number of ovarian 


Total length Body length 


Specimen No. eee ge Estimated age es 

1 45 38 over 2 430 
2 37 30 2 220 
3 36 30 2 310 
A 34 28 2 236 
5 31 26 } 233 
6 3I 25 1 191 
7 28 24 if 188 
8 27 23 1 


158 
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| 
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完熟 精巣 は いわ ゆる 百子 状 に 肥大 せ ず , 半 透 明 の 細長 い 紐 状 の めも の で あり , FOR TUS NAR 
部 1/3 の と ころ まで 達し て いる 。 精巣 後 端 に は 附属 器官 が か ある が , その 形状 は 単純 な 小 突 起 を な 

L, 長 さ は 精巣 長 の 1/15 以下 の 小さ な も の で ある 。 

産卵 期 産卵 は 天然 卵 を 採集 出来 た 時 季 , 卵巣 内 卵 の 成熟 状態 ,。 お よび 仔魚 の 出現 期 な どか ら 
みて 福岡 市 お よび その 近郊 で は 1 月 か ら 3 月 の 間 に 行わ れる と 考え られ る 。 

FES 福岡 市 銘 悦 川 に 於 ける 観察 と よる と , 産卵 場 は 普段 に チク ゼン ハゼ が 棲ん で いる 川口 
水域 で , そこ は 満 潮時 に は 海水 の 影響 が ある 所 で , 底 質 は 砂 泥 で あり , 水 座 の 砂 泥 表面 に は 黒 福 
色 を な し て 有機 腐敗 物 の 堆積 し て る の が み られ た 。 和 干潮 時 に は この 川床 は 中 央 の 川筋 を 除い て 大 
部 分 が 空中 に 露 れ る が , この 干潟 面 に は 処 々 に 水深 5 一 15 cm の 小さ な 水 溜り が で きる 。 こ の 水 
溜り 内 の 水底 面 に は アナ ジャ コ Upogebia major DE HAAN の 他 に カニ 類 , ゴカイ 類 な どの 棲息 
孔 の 入口 が 多数 見 られ た 。 ま た これ ら の 水 溜 中 に は 干潮 時 に も 緩 か な 水 の 流 動 が 見 られ た (第 2 
図 参 照 )。 | 

EIEE チク ゼン ハゼ は この 水 溜 内 の アナ ジャ コ の 棲息 孔 の うち 孔 内 に アナ ジャ コ の 棲ん で 
いな い 空 孔 を 利用 し て 産卵 室 と し て いた 。 受精 卵 は 孔 の 垂直 部 に , 入口 か ら 3 一 10cm の 深 さ の 
と ころ で 孔 内 壁 の 砂 況 表面 に 了 紳 を めぐ つて 1 層 に 産み 附け られ て いた 。 多 層 川 々 口 の 水 溜り 内 で 
は チク ゼン ハゼ と 同時 に ビリ ン ゴ も アナ ジャ コ の 空 孔 を 利用 し て 産卵 し て いた 例 が 見 られ た が , 
この 場合 に は 魚体 の 大 きい ビリ ン ゴ (成魚 の 全長 55mm 前 後 ) は 内 径 1cm 前 後 の ア ナジ ャ コ 
の 大 き な 空 也 を 産卵 室 と し て 利用 し , 魚体 の 小さ な チク ゼン ハゼ (成魚 の 全長 約 35mm) は より 
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Fig.2. Habitat of P. uchidai in the estuary of the River Kanakuzu, 
Fukuoka City. The spawning also occurred there, together with 


the spawning of Chaenogobius castanea, 


小さ な 内 径 の 孔 を 産卵 室 と し て 選ん で いる よ う で あつ た 。" 

チク ゼン ハゼ の 産卵 調査 に は , 産卵 室 と な つて いる と 思わ れる アナ ジャ コ の 孔 を 探し , 次 々 
シャ ベル を 以 て その 入口 附近 の 砂 の 塊 を 堀 り 起 し て 水 溜り か ら 取 り 出 し , ピン セッ ト の 先 で 少し 
ずつ 砂 を 崩し て ゆき , 附 着 卵 の 有無 。 INIT, その 附 着 状 態 を 調べ , 卵 お よび 卵 の と こ AC 
つて いた 雄 親 魚 を 採集 し た 。 

孔 内 の 附 着 卵 数 は 5 例 に つい て , 114 f, 124 個 , 127 個 , 154 個 , 174 個 で あり , FLACH 
っ て いた 雄 親 魚の 大 き さ は 全長 30~44 mm で あつ た 。 な お 同一 卵 群 内 の 各 卵 の 発生 段階 は ほぼ 
等 し か つた 。 

産卵 現場 に お ける 水 溜り 内 の 水温 は 9.6 一 14.5"C。 

産 誠 行 動 に つい て の 観察 は まだ な い が , 産卵 場 に お ける 観察 に よる と , spn すでに 産み 附け ら 
れ た アナ ジャ コ の 孔 内 に 雄 魚 1 尾 が 留 つ て いる 例 , 産卵 室 に な る と 思わ れ た が まだ 卵 の な い 孔 内 
に 成熟 し た 雄 魚 1 尾 か 或 は 雌 ・ 雄 の 成魚 が 1 対 で 入 つ て いる の は 多数 例 観察 ・ 採 集 し た が , FLA 
CRAE 1 尾 だ け で 潜ん で いる 例 は な か つた こと か ら み る と , EICI & RIAHE Ma > 
適当 な 産卵 孔 を 探し , HEM OKURL RO CHIN L, 産卵 が すむ と すぐ に 雌 急 は 産卵 室 を 去る が 雄 
魚 は そこ に 留 つ て 卵 が 鯉 化 する まで それ を 護 つ て いる と 考え られ る 。 

産卵 場 の 荒廃 上 に 書い た 産卵 習性 に つい て の 観察 は 1949 年 お よび 1950 年 の 1 月 か ら 3 月 
の 間 に 福 岡市 移 層 川 々 < ロ で 行 つ た も の で ある が , 1956 年 お よび 1957 年 の 同期 に , 同 地 で 再び 
チク ゼン ハゼ お よび ビリ ン ゴ の 産卵 を 調べ た 結果 は , 以前 に は そこ に 無数 に あつ た アナ ジ 
棲息 孔 は 見 られ ず , ハゼ の 産卵 も 見 られ な か つた 。 こ の 短い 年 ・ 月 の 間 に お ける ハゼ の 産卵 場 の 
薄 魔 の 大 き な 原 因 の 一 つと し て , 筆者 は この 期間 に 実 見 し た こと に より , この 水域 が 福間 BOP 


A) チク ゼン ハゼ の 産卵 期 に 当る 1 月 か ら 3 Ae COR oR) 川 々 < ロ の 産卵 場 で の 調査 に よる と , 者 が 
上 記 の よう に アナ ジャ コ の 孔 と 考え た 大 部 分 の も ゃ の の 中 に は アナ ジャ コ は 棲ん で いな か つた が , それ ら 
の 孔 の 形 が アナ ジェ コ が 棲ん で いた 孔 の 形 と 類似 の も の は すべ て その 孔 で ある と 考え た 。 ま た チク ゼン 
ハゼ が アナ ジェ コ の 孔 だ け で な く , 産卵 場 に 多い カニ 類 , ゴカイ 類 の 棲息 孔 も 産卵 室 と し て 利用 する こ 
と も あり 得る と 考え られ た が , その 点 に つい て は 確 め る こと が 出来 な か つた 。 
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場 に 近い た め 釣 餅 用 と し て し ば し ば か つ 多 量 に そこ で アナ ジャ コ お よび ゴカイ 類 が 取 られ 。 この 
た め 同 地 の ア ナジ ャ コ は 急 に 減り ,。 ハゼ の 産卵 室 と し て 利用 出来 る 棲息 孔 も 無く な つた た め に 産 
SRL BEL, ハゼ の 来 湊 も 減 つ た と 考え て いる 。5 


Fig. 3. Eggs of P. wchidai 
Left three eggs from an egg-mass, and right three 
from another egg-mass of advanced stage. x 10 


5p 3 生 
卵 は 沈 性 附 着 卵 で あり , IEDR% 2.42~2.88mm (3 卵 群 か ら 5 個 ず つ 取 つた 計 15 個 の 
卵 の 平均 長径 2.61 mm), 短 径 0.84~1.00mm, 平均 短 径 0.91 mm, PP 卵 膜 先 
端 は 円 く , 先端 近く に 浅い くびれ が ある 。 卵 膜 後部 は 次 第 に 細く な り , 後 端 部 に 附 着 終業 が あ 
A p ego t d y pi cio 
卵 発生 の 各 有 段階 の 形状 は ハゼ 類 一 般 の それ と 大 差 な い 。 昧 化 直前 の 膝 体 心臓 の 10 ECET A 
時 間 は 水温 11.990 に お いて 5.8~6.8 秒 を 要 し た (同じ 卵 群 か ら 取 つた 5 個 の 卵 に つい て , 各 
卵 そ れ ぞ れ 5 回 宛 測 定 し た 計 25 回 の 測定 値 平均 6.18 秒 )。 時 化 前 に な る と 及 頭 上 部 に 多数 の 
saan tig 膝 体 の 運動 は 盛ん に な り , WECM OPEL < te D, 卵 膜 先端 部 
RFL し て 魚 出 孔 が 開き , 腔 体 は その 孔 を 通 つ て 頭 部 を 先 に し て 出 て くる 。 鋼 化 時 間 は 明 ら 
か に し て いな い (第 4 Bee), 


仔 ・ 稚 M 
BPA fe EORR A RA pmm 7 PSP aati Gmn), その 形状 は oa ee 


5) 福岡 市 お よび その 近郊 で 以前 に は ハゼ 類 [例え ば アベ ハゼ hdd SMP et evant. 
FFT Trideniiger obscurus (TEMMINCK et SCHLEGEL), アシ シロ ハゼ Aboma lactipes(HILGENDORF), 
シロ ウオ Leucopasarion petersi HILGENDORF fg JORE REKORA, 港湾 ・ 河 
川 の 改修 。 採 夏 な どの 原因 に よ つ て ここ 10 EAO HRE LEANEZ o LL-H, 港湾 の 改修 ・ 
理 立 に よ つ て 新 に ウロ ハゼ Glossogobius giuris buruneus (TEMMINCK et SCHLEGEL) の 好 産 卵 場 と た 
つた 例 (福岡 市 名 島 妙見 ) も ある 。 

6) クボ ハゼ の 生態 ・ 生 活 史 に つい て は 別に 報告 する 。 
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Fig. 4. de eggs of P. uchidai 
A: ripe unfertilized egg. B: morula stage. C :6 myotome stage, eye vesicles ` 
and Kupffer’s vesicle appeared, with many small oil-globules in the yolk. D:16 
myotome stage, body movement commenced, otocysts appeared, and the oil- 
globules united into a single large one. E :heart begun to pulsate, melanophores 
as well as the rudiments of pectoral fin appeared. F: embryo shortly before 
hatching. Adhesive filaments of C, D, E, F omitted. 


他 魚 と BENT, COW + BEPREC MET SRBI ORRORE ih. HME 
も 黒色 胞 と 同じ 位置 に 現われ る (第 5 図 A 参 照 )。 

全長 10 mm 以下 の 後期 仔魚 は まだ 採集 され て いな い 。 

全長 10~15mm OFA BMS CH 3 月 か ら 5 月 の 間 に (1949 年 お よび 19951 年 の 採集 
(による) イワ シシ ラス 船 曳 網 に よ つ て マイ ワシ お よび カタ クチ イワ シ の 稚 急 に 泥 つ て 他 の ハゼ 頻 
の 仔魚 例えば, アカ ハゼ Chaeturichtys hexanema BLEEKER, マハ ゼ Acanthogobius flavi- 
manus (TEMMINCK et SCHLEGEL), ウキ ゴリ , ビリ ン ゴ な ど ) ERICSRMONTR. それ ら 
の 仔魚 に つい て みる と 

全長 11.0mm の 後期 仔魚 (以下 の 仁 ・ 稚 魚の 記載 は すべ て 10% ホル マ リン で 回 定 後 , 70% 
アル コー ル に 保存 し て お いた 標本 に よ つ た ) は 側 届 し て 細長 く , 体 縁 部 の 仔魚 鯖 腰 は すでに 消え 
て な く な つて いる 。 Bl 背 鮨 は まだ 現われ て いな い が , 第 2 BIEL REDRAR tN ENI, 11 
と た り 。 す で に 鯖 条 定数 と な つて いる 。 胸 鯖 は 団扇 状 を な す 。 腹 鮨 は 小さ く , 三角 形 の 基底 部 後 
緑 に 薄い 鯖 膜 が わずか に 伸び て いる (第 5 図 V1)。 体 側 筋肉 数 34 CAD ATER BC 93~36 = 15 
~IT+17~19, 18 尾 に つい て 測定 )。 腹壁 筋 肉 を 透 し て 腹腔 中 央 部 に 比較 的 大 き な 鯉 が ある の が 
体 の 外部 か ら 分 る 。 体側 の 黒色 胞 叢 の 数 は 少く , わずか に 第 2 背 鱗 と 彩 鯖 の 基底 部 に 見 られ る だ 
け で ある (第 5 図 B)。 

全長 15mm を 越え る 仔魚 は 5 月 か ら 6 月 の 間 に , 福岡 市 銘 選 川 々 口 の 親魚 の 棲む 水域 で 流 法 
生活 か ら 庶 棲 生 活 に 移 つ て いた の を 和 干潮 時 に 水 溜り 内 で 手持 た も 網 を 用 いて 多数 採集 する こと が 
で きた (第 5 図 C, D) | 

全長 16.6 mm の 後期 仔魚 は 体 は 細長 く , な お 側 届 し て いる 。 第 1 背 鮨 は 現われ 3 MLR DH 
2. BERTOU, 後 端 に 小さき な 欠 刻 が ある (第 5 図 V2)。 体 側 の 黒色 胞 の 出現 状態 は 上 に 述べ 
た 仔魚 と 大 差 な い 。 : | 

全長 20. 2mm の 初期 稚 劉 は 体 の 側 届 度 度 は 上 記 の 仔魚 より 減り , 体 の 前 部 の 断面 は 円 味 を 常 び 
Cid, Wee W, I+11, Bis 1410, Hoes 19。 腹 鱗 1+5。 各 鮨 は すべ て それ ぞ れ の 鮨 条 定 数 
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Fig.5. Larvae, juvenile, and young of P. uchidai 
A:newly hatched larva, 4.3 mm in total length. B: postlarva, 11.0 mm, car- 
rying a swimming life. C : postlarva, 16.6 mm, in early bottom life. D: early 


juvenile, 20.2 mm. E: Jate juvenile, 21.1 mm. F: young, 23.0 mm. V1: 
ventral fin of B. V2: that of C. V3: that of D. V4: that of E. A drawn 
from alive specimen, B~F from preserved ones. 


を 備え て いる 。 FMRC UnNAARS 4, 黒色 胞 は 尾 柄 後部 に も ゎぁ 現われ て いる 。 尾 柄 体 
側 部 に は すでに 鱗 の 原 基 が 現われ て いる 。 

全長 21~23 mm の 後期 稚魚 か ら 若 魚 に な る と 体形 は 次 第 に 成魚 に 似 て くる 。 体側 の 黒色 胞 業 
の 数 も 次 第 に 増し , 体側 に Y 字 状 の 約 十条 の 横 締 を つく り , 次 第 に 特有 の 体 色 ・ 斑 紋 を な す が , 
その 完成 は 全長 25~30 mm の 大 き さ の 若 魚 期 に お いて で ある 。 EERE BED DME E 
り 形 が 整う 。 

以上 述べ た 仁 ・ 稚魚 の 形態 の 記載 は 同じ 場所 で 同時 に こ 狂 つた 全長 の 等 し い 個体 に つい て 較べ て 
みて も 著しい 個体 差 が ある の で , ここ で は 多数 の 仔 ・ 稚 魚 標本 (いずれ る 福岡 市 近郊 で 採集 ) を 
比較 し て みて , それ ら の 成長 に 伴 う 外 形 お よび 瑛 紋 の 変化 傾向 を 示す と 思わ れる も の に つい て 図 
示 ・ 記 載 し た (第 5 BIE, F)。 | 


t 態 ・ 成 長 
生態 福岡 市 お よび その 近郊 に お ける 採集 ・ 観 察 に よる と ,1 へ 3 月 の 産卵 期 に 川口 の 産卵 場 で 
鋼 化 し た 仔魚 は 一 度 福 岡 湾内 に 入り , そこ で 済 泳 生 活 を 送り な が ら 全 長 約 15 mm の 大 き さ に ま 
で 成長 し , 5 て 6 月 に な つて 15mm 以上 に 成長 し た 仔魚 は 再び 川口 の 産卵 場 附近 に 泳い で 来 て , 


ch 


Mi, 1957 チク ゼン ハゼ の 生態 ・ 生 活 史 103 


そこ で 済 泳 生活 か ら 底 棲 生活 に 移り , その 後 は 周年 その 水域 で 底 棲 生活 を 送り , そこ で 生涯 を 終 
る と 考え られ る 。 底 棲 生 活 を 送 つ て いる チク ゼン ハゼ は 水 庶 の アナ ジャ コ , ゴカイ 類 , カニ 類 な 
どの 他 動 物 の 棲息 孔 内 に 潜む 習性 も 示 し た 。 福 岡市 多層 川 < ロ の チク ゼン ハゼ の 棲息 場 に お ける 
座 棲 魚類 群集 は 殆ど ハゼ 類 よ りな つて いた が , その 構成 種 は チク ゼン ハゼ の 他 に アン シロ ハゼ 
Aboma lactipes CHILGENDORF), EV ya, クボ ハゼ , ヒ モハ ゼ Eutaeniichtys gilli JORDAN 
et SNYDER な ど で ぁ つ た 。 

消化 管内 容 物 に つい て は , 渡 泳 期 の 仔魚 の 消化 管内 に は 小型 の 構 脚 類 ・ 浮 性 魚 卵 を 認め , EE 
生活 の 稚 ・ 若 ・ 成魚 の 各 発育 期 の 急 の 消化 管内 に は 水底 の 有機 礁 積 物 と 思わ れる も の の 他 に , 他 
の 魚の 若 魚 (例え ば ヒモ ハゼ の 若 魚 ) ゴカイ 類 な ど が あつ た 。 

成長 以上 述べ て きた 生態 ・ 生 活 史 を 考慮 に 入れ て , 採集 標本 約 450 尾 の 全長 組成 を 調べ た 結 
果 か ら , 福岡 市 お よび その 近郊 棲む チク ゼン ハゼ は 生後 満 年 で 全長 26~32 mm と な つて 中 
SCO, 満 2 年 で 31~387 mm と な る こ A 得る 。 な お 全 標本 の うち で の 最 
大 個体 は 全長 52mm OER CHO, 
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Resume 


Paleatogobius uchidai TAKAGI is a small goby, some 35 mm in total length, resembl- . 
ing to the gobies of the Genus Chaenogobius GILL : C. castanea (O’/SHAUGHNEsSY ), C. 
he ptacanthus CHtLGENDORE etc. (Fig. 1). It lives a bottom life on sandy mud bottom. 
of estuaries in Kyushu, Japan (Fig. 2). 

The sex-dimorphism is slightly observed in the form of genital papillae. The ma-. 
ture female fish are generally larger than the male. The black nuptial coloration appears 
in the mature female fish only on the ventral and anal fins, just as was reported in the 
gobies of the Genus Chaenogobius : C. castanea, C. hepiacanthus, etc. (KINOSHITA, 
K. 1936, Dôru, Y. 1954). The ripe ovary contained two groups of the eggs : the 
mature yellow one, 0.69~0. 89 mm in egg-diameter, and the inmature translucent one, 
0.14~0. 34 mm in diameter. The number of the mature ovarian eggs of one individual 
was enumerated as 158~430 in eight specimens with the total legth 27~45 mm (Table 
1). The ripe testis is thin and translucent band-form with a small appendant organ at 


its posterior end (WEISEL, G. F. 194°). The spawning season seemed to extend from 
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January to March in Fukuoka City and its vicinity. The spawning occurred in the ordinal 
habitat of the adult, as in the estuary of the River Kanakuzu in Fukuoka City. In the 
same place Chaenogobius castanea also spawned in same manner (Fig. 2; DSTu, Y. 
1954). The parent fish utilized vacant living holes of a kind of shrimp, Upogebia 
major DE Haan, for its spawning room. Openings of the numerous holes were exposed 
all over the flat at ebb tide. The holes were short vertical ones, about one centimetre 
in diameter and about twenty centimetres long. The spawned eggs were deposited on the 
inner wall of the hole about five centimetres deep from the opening. The male parent 
fish was guarding the eggs in the hole until the eggs hatched out. The number of one 
brood was enumerated as 114~174 in five cases. The water-temperature at the spawn- 
ing ground was 9.6~14.5°C in the spawning season. The fertilized egg is demersal 
and adhesive, with a large perivitelline space and a bundle of adhesive filaments at its 
basal end. The egg is club- shaped, 2.40 mm in long axis and 0.84 mm in shori axis, 
with a shallow depression circling near the top (Fig. 3, Fig. 4). This egg resembles to 
that of C. castanea in shape, but smaller. 

The newly hatched larva is 4.3 mm in total length (Fig. 5 4). The postlarvae 
under 10 mm in total length were not yet collected. The postlarvae, 10~15 mm in 
total length, were collected with drawing- nets in Fukuoka Bay from May to July (Fig. 
5 ge). These larvae supposedly live a swimming life in the bay. The last postlarvae, 
over 15 mm in total length, were found already entering into the bottom life at the 
estuary where the adult fish lived (Fig. 23 Fig. 5 pmp). The gut-contents of the 
postlarvae, supposedly carrying a swimming life, consisted chiefly of planktonic Copepods, 
whereas that of the adult consisted of worms, young fish, and organic detritus (Fig. 
5 p). 

The examination of the size- frequency of the collected specimens, over 450 individ- 
uals, collected from Fukuoka City and its vicinity shows preliminary that this goby 
attains 26~31 mm in total length, and becomes mature in a year; in two years it will 
attain 31~37 mm. The largest specimen examined is a female fish, 52 mm in total 


length. 


